
　
空
気
中
の
塵
や
ホ
コ
リ
、
有
機
化
合
物
、
微

生
物
な
ど
を
低
減
し
、
温
度
、
湿
度
、
圧
力
な

ど
を
制
御
し
た
清
浄
空
間
を
作
り
出
す
施
設
で

あ
る
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
は
電
子
部
品
、
精
密
機

械
部
品
か
ら
化
学
品
、
医
薬
品
に
い
た
る
ま

で
、
幅
広
い
モ
ノ
づ
く
り
分
野
で
利
用
さ
れ
て

い
る
。
産
業
界
で
は
環
境
に
配
慮
し
た
モ
ノ
づ

く
り
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
よ
り
一
層
の
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
加
速

し
て
い
る
。
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
で
も
課
題
と
な

っ
て
い
る
の
が
省
エ
ネ
化
だ
。

分析・計測機器の心臓部、半導体センサ
ーの開発・生産を一体化（ＨＯＲＩＢＡ
最先端技術センターのクリーンルーム）

気
流
な
ど
を
改
善

Ｉ
Ｓ
Ｏ
改
訂
へ

クリーンルーム進化する省エネ技術

　　 ２０１５年 平成２７年 ５月２６日 火曜日 【広告特集】 （ ）

　
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
は
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ク
リ
ー
ン
ル

ー
ム

Ｉ
Ｃ
Ｒ

と
バ
イ
オ

ロ
ジ
カ
ル
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

Ｂ
Ｃ
Ｒ

と
い
う
二
つ
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｒ
が
利
用
さ
れ
る
の

は
電
子
部
品
、
基
板
、
半
導

体
デ
バ
イ
ス
、
フ
ラ
ッ
ト
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
と
い
っ

た
製
品
の
製
造
や
高
精
度
が

要
求
さ
れ
る
精
密
機
械
・
機

器
と
い
っ
た
製
品
の
開
発
・

製
造
現
場
だ
。
温
・
湿
度
を

管
理
す
る
ほ
か
、
不
良
品
の

原
因
と
な
る
パ
ー
テ
ィ
ク
ル

や
コ
ン
タ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

い
っ
た
浮
遊
微
小
粒
子
、
分

子
な
ど
を
捕
集
・
除
去
す
る

こ
と
で
ク
リ
ー
ン
な
環
境
を

作
り
出
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ

内
は
半
導
体
デ
バ
イ
ス
の
製

造
プ
ロ
セ
ス
に
利
用
す
る
材

料
や
薬
液
な
ど
も
高
い
清
浄

度
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。

　
Ｂ
Ｃ
Ｒ
は
医
療
関
係
、
食

品
工
場
、
医
薬
品
工
場
、
動

物
実
験
施
設
な
ど
で
利
用
さ

れ
る
。
室
内
の
生
物
微
粒
子

や
非
生
物
微
粒
子
の
ほ
か
、

温
度
、
湿
度
お
よ
び
室
圧
力

を
制
御
す
る
。
微
生
物
の
排

除
や
細
菌
が
ほ
か
の
も
の
を

経
由
し
て
感
染
す
る
交
差
感

染
な
ど
を
防
止
す
る
。
失
っ

た
臓
器
や
組
織
を
細
胞
に
よ

っ
て
再
生
・
修
復
す
る
治
療

法
「
再
生
医
療
」
で
は
高
度

な
清
浄
環
境
を
維
持
で
き
る

Ｂ
Ｃ
Ｒ
が
不
可
欠
だ
。

　
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
関
連
の

国
際
規
格
は
Ｂ
Ｃ
Ｒ
と
Ｉ
Ｃ

Ｒ
で
異
な
る
。
Ｂ
Ｃ
Ｒ
関
連

は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
６
９
８
「
ク

リ
ー
ン
ル
ー
ム
及
び
関
連
制

御
環
境
」
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
は
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
６
４
４
「
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
及
び
関
連
制
御
環

境
」
で
あ
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｒ
の
清
浄
度
表
示
は

基
礎
と
な
る
体
積
や
粒
子
径

な
ど
に
よ
り
ク
ラ
ス
分
け
さ

れ
る
。
現
在
利
用
さ
れ
て
い

る
の
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
６
４
４

―
１
と
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｂ
９
９
２
０

に
よ
る
ク
ラ
ス
分
け
だ
。
Ｉ

Ｓ
Ｏ
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
が
骨
格
と
な

っ
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
ク
ラ
ス
１
、
Ｊ

Ｉ
Ｓ
ク
ラ
ス
１
は
い
ず
れ
も

１
立
方

当
た
り
の
１

以
上
の
粒
子

塵
埃

が

個
以
下
に
管
理
さ
れ
て
い
る

清
浄
度
。
最
先
端
の
半
導
体

ウ
エ
ハ
ー
工
程
で
求
め
ら
れ

て
い
る
清
浄
度
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
ク

ラ
ス
０
か
ら
１
で
あ
る
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
６
４
４
―
１

は
１
９
９
９
年
に
発
行
さ
れ

た
国
際
標
準
で
あ
り
、
改
訂

に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
ん

で
い
る
。
２
０
１
４
年
に
は

国
際
規
格
原
案

照
会
原

案

で
あ
る
Ｄ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
　

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

ａ
ｌ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｒ
ｄ

Ｄ
Ｉ
Ｓ

が
公
開
さ
れ

た
。
国
際
規
格
と
し
て
の
改

訂
版
発
行
は
も
う
す
ぐ
そ
こ

ま
で
き
て
い
る
。

　
半
導
体
な
ど
精
密
製
品
製

造
で
利
用
さ
れ
る
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
で
は
特
に
高
い
レ
ベ

ル
の
清
浄
環
境
と
徹
底
し
た

温
湿
度
管
理
が
要
求
さ
れ

る
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の

が
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
。
ク
リ
ー

ン
ル
ー
ム
は
室
内
の
温
度
や

湿
度
、
清
浄
度
を
管
理
す
る

空
調
シ
ス
テ
ム
と
熱
源
機

器
、
塵
や
埃
を
進
入
さ
せ
な

い
Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ａ
や
Ｕ
Ｌ
Ｐ
Ａ
フ

ィ
ル
タ
ー
な
ど
多
く
の
設
備

で
構
成
さ
れ
る
た
め
、
消
費

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
大
き
い
。

　
そ
れ
が
半
導
体
製
造
に
お

け
る
プ
ロ
セ
ス
の
微
細
化
進

展
に
よ
っ
て
、
ウ
エ
ハ
ー
工

程
で
要
求
さ
れ
る
ク
リ
ー
ン

度
は
高
ま
り
、
管
理
す
べ
き

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
や
コ
ン
タ
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
サ
イ
ズ

は
こ
れ
ま
で
以
上
に
小
さ
く

な
っ
て
い
る
。
温
湿
度
の
管

理
も
よ
り
一
層
、
シ
ビ
ア
に

な
り
、
省
エ
ネ
化
の
実
現
は

厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
状
況
を
背
景
に

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
メ
ー
カ
ー

で
は
全
体
を
超
高
清
浄
化
す

る
の
で
は
な
く
、
必
要
な
部

分
を
必
要
な
だ
け
、
局
所
的

に
ク
リ
ー
ン
化
す
る
方
法
や

高
効
率
空
調
機
器
の
開
発
な

ど
で
ユ
ー
ザ
ー
の
省
エ
ネ
化

を
支
援
し
て
き
た
。
こ
れ
に

加
え
て
気
流
改
善
、
排
気
量

の
削
減
や
排
熱
利
用
、
外
気

冷
熱
を
活
用
し
た
熱
源
シ
ス

テ
ム
導
入
な
ど
の
省
エ
ネ
化

の
提
案
も
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
温
・
湿
度
や
塵
、

ホ
コ
リ
の
量
な
ど
の
ク
リ
ー

ン
ル
ー
ム
内
の
環
境
情
報
と

電
力
使
用
量
の
「
見
え
る

化
」
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄

を
見
つ
け
、
省
エ
ネ
化
を
支

援
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
普

及
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
一
方
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

ユ
ー
ザ
ー
も
省
エ
ネ
化
を
意

識
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ
グ
ル

ー
プ
は
京
都
市
南
区
上
鳥
羽

鉾
立
町
に
あ
る
堀
場
エ
ス
テ

ッ
ク
本
社
棟
東
側
に
「
Ｈ
Ｏ

Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ
最
先
端
技
術
セ
ン

タ
ー
」
を
新
設
し
た
。
こ
の

セ
ン
タ
ー
の
中
核
と
な
る
の

が
２
７
０
０
平
方

の
ク
リ

ー
ン
ル
ー
ム
。
こ
こ
で
生
産

さ
れ
る
の
は
ガ
ス
流
量
計
に

利
用
さ
れ
る
流
量
セ
ン
サ
ー

や
ガ
ス
測
定
器
に
搭
載
さ
れ

る
ガ
ス
分
析
セ
ン
サ
ー
、
水

素
イ
オ
ン
濃
度

計
で

利
用
さ
れ
る

測
定
セ
ン
サ

ー
な
ど
、
堀
場
製
作
所
や
堀

場
エ
ス
テ
ッ
ク
の
製
品
に
組

み
込
ま
れ
る
半
導
体
セ
ン
サ

ー
で
あ
る
。
前
工
程
、
成
膜

や
実
装
工
程
な
ど
が
ク
リ
ー

ン
ル
ー
ム
で
行
わ
れ
る
。
Ｈ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
環

境
分
析
機
器
を
手
が
け
る
メ

ー
カ
ー
で
あ
り
、
環
境
負
荷

低
減
に
対
し
て
高
い
意
識
を

持
っ
て
い
る
。
今
回
の
セ
ン

タ
ー
の
新
設
で
も
省
エ
ネ
設

備
を
導
入
。
ク
リ
ー
ン
ル
ー

ム
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
高

め
て
い
る
と
い
う
。

　
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
メ
ー
カ

ー
と
周
辺
機
器
や
関
連
機
器

メ
ー
カ
ー
は
ユ
ー
ザ
ー
の
省

エ
ネ
化
や
安
全
対
策
に
向
け

て
、
多
く
の
課
題
を
解
決
し

て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
よ

り
一
層
の
省
エ
ネ
化
実
現
に

は
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
メ
ー
カ

ー
だ
け
で
は
な
く
、
ク
リ
ー

ン
ル
ー
ム
内
の
機
器
や
装
置

メ
ー
カ
ー
、
さ
ら
に
は
ク
リ

ー
ン
ル
ー
ム
ユ
ー
ザ
ー
と
の

連
携
が
重
要
だ
。


